
はじめに

　本稿は，「美術文化のアイデンティティと美術教育の
あり方に関する研究」という題目で取り組んできた研
究成果の一端を記したものである．
　具体的には，以下のようなイメージ図に基づく３課
題の解明が求められる．

１．�子どもたちの造形表現は，これまで，内外の美術
文化からいかなる直接的間接的な影響を受けてき
たか．美術文化環境と美術教育指導との両面のあ
り方からの影響を探る．

２．�子どもたちの主体的な造形表現に独自性が求めら
れるとすれば，それは，他国の模倣でもなく，ナ
ショナリズムとも無縁な，日本の「美術文化のア
イデンティティ」といかに連関し合っていくべき
ものであるのか．

３．�一方で，広く世界の文化と美術のあり方に目を向
けつつ，もう一方で，子どもたちの造形表現の独
自性を保障する，美術教育のあり方とは何か．鑑
賞を含むそのような美術教育の教育内容・方法と
はいかなるものか．

　すなわち，各国が「美術文化のアイデンティティ」
を模索する過程で形成してきている，美術文化環境と
美術教育指導・教育内容・方法とを，いかに連関し合
わせることによって，子どもたちが，自らのアイデン
ティティを主体的に形成しつつ，それを体現する独自
の表現を実現していけるように保障し得るかという問

題に取り組もうとしたものである．
　この問題の解明のために，日本の農業共同組合（JA）
の公益団体（社）光の家協会が，世界各国との交流・国
際理解の促進の一環として毎年行い，2011年で18回目
を数える「世界こども図画コンテスト」と協力して，
作品分析から研究課題の解答の糸口を得ようとするこ
とから取りかかった．さしあたり，第１回（1993年）
～第14回（2006年）までの「世界こども図画コンテス
ト」入選作品（各300点，計4200点），および2007年８
月９日・10日開催の「日本美術教育学会学術研究大会・
東京大会」で企画した「第13回世界のこども図画コン
テスト」で展示した約180点（入選作品300点の内から
の選択）の作品と，その審査過程でコンテストから除
外された作品とを合わせた，世界約80数カ国の６歳か
ら15歳の子どもたちの約５万点の作品の分析に取り組
んだ．
　しかし，第13回展における５万点を越える作品を長
期間借り出すことはできないので，各国から100点ずつ
を選び（応募作品が100点に満たない国もある），デジ
タルカメラで全作品を撮影した上で，作品分析を行う
ことにした．すなわち，各国ごとに年齢・男女・テー
マと表現内容別に分類した後，テーマと表現内容に適っ
た表現方法がいかに追究されているか，その達成度，
疑問点・問題点，課題などについて抽出し，それぞれ
の特徴を比較対照できるような表にまとめ，そのまと
めから今後の研究を推し進めるに当たって必要な要件
を割り出すという過程で進めようとした．
　このため，具体的には，発達のメカニズムを明らか
にする文献や各国の文化と教育のあり方や比較に関す
る文献の収集と整理，共同研究者の手助けを基に，子
どもの作品をDVDとしてデーターベース化し，作品
を国別，年齢別に検索できるように進めた．
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　しかし，子どもたちの作品は，国ごと，年齢ごとに
数量がまちまちであるために，量的研究方法では成果
をあげることができないことが予想された．そこで，
まずは，個々の作品ごとに分析を進め，発達における
共通項は何か，さらに国や文化・状況による異なりは
普遍的な発達のメカニズムに照らしていかに解釈しう
るかの考察を行なうことにした．
　すなわち，子ども達が，その人格発達の各過程で，
対象のいかなる諸側面を本質ととらえ，それらを意識
上で自らにとっての現実の形態（イメージ）としてい
かに構成し（事実判断），同時にその形態にいかなる感
性的評価を加えているかをつぶさに見ていくという仕
方で年齢ごとの子どもの作品の分析をし，そこに内在
する発達のメカニズムを探っていった．そして，この
ことを通じて，これに関する筆者のこれまでの研究「感
性と造形表現活動との発達連関とそのメカニズム」論
（拙書『感性と造形表現―その発達のメカニズム―』晃
洋書房　2003年）を再検討すると共に，この論の強化
をはかった．

研究の視点と方法

　分析の対象となった絵を描いた小中学生にあたる６
歳前後から15歳までの子どもが生活している国々は，
以下の83カ国余りである（毎年全ての国が出品してい
るわけではない）．
　これらの国々の子ども達の絵を年齢に沿って分析し

ていったところ，絵に表されている子どもたちがとら
える現実形態の様相とその形態に込められている感性
の質は，基本的に共通であり，従って，表現と感性の
発達過程とそのメカニズムには普遍性があると認めら
れた．
　本研究におけるそもそもの問題意識は，各国内外の
美術文化環境とそれに影響を受けた指導者たちの美術
教育指導に，子どもたちの造形表現活動が直接的間接
的な影響を受けてきているとの想定から，では，子ど
もたちの造形表現活動の独自性を保障する美術教育の
あり方とは何かを問うことであった．従って，各国の
文化や風土とそれに即した美術教育指導には大きな異
なりがあり，子どもたちの表現の様相も根本的に大き
く異なって現れているであろうとの予想があった．確
かに，人種や風土の異なりから生活のあり方（特に，
人々の生活の営みや風景，祭や民族衣装など），人物や
動植物の形態，色彩などには，その国ならではの特徴
が認められる．しかし，各国の風土的文化的様相が表
現材料となることは当然のことであり，それらの表現
材料を使用しての造形表現活動の異なりは，子どもた
ちの各発達過程における現実のとらえ方と感性を主題
とした表現のあり方の根底にある普遍性から発する（各
人の個性を介しての）現象的なバリエーションとみら
れるのである．
　発達過程とそのメカニズムにこのような普遍性がみ
られる理由として考えられることは，絵を日本に送っ
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てきた国々の中には戦争や貧困などの過酷な状況を抱
えている国もあったりするが（コンテスト出品作品を
直接日本に送ることができず，他国を通じて出品する
国も，翌年には送ることができなくなる国もある），80
数カ国の国々が総じて近代化・現代化の波に乗っての
全世界共通の文化意識下にあり，またほぼ同様の教育
階梯のもとで子どもたちが教育を受けていることであ
る．このことは，第13回コンテストの審査過程で選外
となった作品群から捨て難い作品100点を各国ごとに選
んだ際に知り得たことであるが，５万点を超える作品
の中にはいわゆるアニメのキャラクターに似せたもの，
日本でのコンテスト受けをねらったもの，絵画塾や学
校での発達を無視した技術や指導の入り過ぎたものが
多数散見された．そもそもコンテストに出品するよう
な国や地域には，我々がこれまで対象としてきた発達
の道筋が当てはまらないような，要するに近代文明の
潮流の息のかかっていない国は含まれていないことが
伺える．
　人間発達過程とそのメカニズムの解明という営みは，
いわゆる「近代化・現代化」と無関係な国々や地域の
人々の場合においてもなされ，その上で人間である限
り普遍的な発達の側面を洗い出すようにされることが
肝要であることは言うまでもない．しかし，本研究で
扱う資料においては，幸か不幸かそのような配慮は不
要とみられる．ともあれ，本研究の対象となった子ど
も達の作品はその「近代化・現代化」の影響下にある
国や地域のものではあるが，考えてみれば，その時代
や地域にとって必然的なものとして生れ出た表現の潮
流に，子ども達もその指導者達も影響を受けざるを得
ないのであるから（日本の場合，定型化された指導の
視点や方法による子どもの作品が色濃く見られると感
じられたが，おそらくこのことはいずれの国にも当て
はまることであろう），そのことを勘案した上で普遍的
な発達過程とそのメカニズムを探究することが肝心で
あろう．コンテストで選に入った作品も，同じく現代
に生きる選者によって現在の思潮や潮流に基づいた一
定の見方・とらえ方で選ばれている．しかし，そうし
た様々な要素が付加されていながらも（逆にそれら諸
要素もそれぞれの表現の成り立ちやあり方を媒介する
役割を担っている），選ばれた作品の多くは当の子ども
が自らの生き様や全人格の証しとして全生命力を賭し
て描いた力作であるので，その発達年齢の典型の一例
として取り上げられ得ると考えられる．

　感性は現実形態価値意識（現実形態に価値を認める
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

意識
3 3

）である．要するに，客観的に実在するもの（exis-
tence，人・もの・事象）の内から本質的な諸側面を抽
出し，それらを再構成した像を，意識上に措定した現
実（reality）形態として主体自らの活動の対象として
客体化した上で，この現実形態を価値評価して得た「思
い」（快不快・好悪・真偽・善悪・美醜などの価値意
識）である．従って，現実形態は，認識と価値との両
意識の機能的側面を統一させて担わされている，極め
て人間的に関係づけられた媒介物ということになる．
それゆえ，人間の発達年齢に即して多様に変形されて
とらえられていく現実形態とそこに込められている感
性という価値意識の内容の重層化や質の高次化を，造
形表現活動などの人間の活動の足跡に沿って辿ってい
くことは本研究にとって不可欠なこととなる．
　また，表現に至るこの過程は人間的な営為であるの
で，この過程を通じて人間は自らの肉体的ならびに精
神的能力の担い手である人格（人間性［人間的本質］
の具体的現実存在）の発達をも獲得している．従って，
感性発達過程とそのメカニズムを明らかにする本研究
は，人格の発達過程とメカニズムを辿ることと表裏一
体の研究となる．人格発達過程のメカニズムをヘーゲ
ルの精神発達過程に倣って，以下のようにとらえたい．
１．�「即自 an sich」の段階 :「最初の直接的なもの」
を意味している．新しい対象的活動開始以前なの
で，それによる内的矛盾を覚えず，発達の可能性
を持ちながらも発達の契機となる分化を見ない即
自的な統一の状態である．

２．�「対自 für sich」の段階（即自の否定）:「自己を
自分自身の他者として措定（自分の否定）」を意味
している．対象的活動を通じて新しい局面に出会
い対応しきれないと，自己の内部の即自的な状態
に矛盾を来たし，これを否定し，対立意識を生み，
意識内の他者との関係において自己を自覚する．
すなわち，自らの在り方を分化し，多様な可能性
を実現し，自らを多様な形で示す．

３．�「即かつ対自 an und für sich」段階（対自の否定
＝即自の否定の否定）:「矛盾の止揚（相関関係の
否定）」を意味する．対自段階で分化し，自らの多
様な可能性を実現したが，即自段階で含み持って
いた積極的側面がその多様性の内に保存されてい
ることに気付き，この積極的側面と新しい多様性
である現実態との相関関係を否定し（すなわち，
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他のものとも豊かな関係を取り結びながら），発達
した自己のあり方を統一させる．

　このとらえ方を基本にして打ち立てた，人格発達過
程を内在させての「造形表現活動を媒介とした感性発
達のメカニズム」（梅澤啓一，2000年）が，以下の表で
ある．この表の基本的な考え方を理解しやすいように
起承転結に例えれば，現階層：起「段階１　即自　こ
れまでの自己」，承「段階２　対自　可能性の追究」，
転「次階層の準備期　困難性を意識しての転変」，結
「段階３　即かつ対自　発達した自己に向けて」→次階

層「段階１　発達した自己＝この階層の即自」，という
ことになろう．

世界の子どもの絵に見る感性発達過程と
そのメカニズム

　以上に述べてきたように，資料のどの国のどの作品
においても基本的に発達年齢に即した共通な感性と表
現のあり方がみられたが，そのことをいくつかの典型
作品を例にしてその発達過程とメカニズムを辿ること
を通じて示す（分析対象は６歳前後から15歳まで）．

階層－段階 発達年齢 感性と造形表現活動の発達的特徴 螺旋１ 螺旋２ 螺旋３
階層１ ０歳から 生理的感覚的感性と未分化な表現活動 即自❶ 即自①

◯段階１ ６，７か月頃 対象（形態）意識の発生と感性の分化の芽生え 即自⑴

○段階２ 10か月頃 周囲への働きかけと基本的な感性の表出 対自⑴

●�階層２の
準備期

１歳なかば頃
から 感性の多様化と造形的シェマの芽生え 対自①

○段階３ ２歳前後 感性の保持とイメージや活動のシェマ形成へ（自我の拡大） 即かつ
対自⑴

階層２ ２歳なかば頃
から 感性（生活的価値意識）と造形表現活動の分化（発生） 対自❶

即かつ
対自①
即自②

○段階１ ２歳後半から
３歳頃

感性的価値づけをした対象形態からのイメージの呼び起こしと意識的な
造形表現活動 即自⑵

○段階２ ４，５歳頃 主題による独自な造形表現活動とイメージの拡大 対自⑵

●�階層３の
準備期

５歳なかば頃
から 感性の保存と３次元の相対的な時間的空間的観念による場面構成の発生 対自②

○段階３ ６歳頃 時間の流れや空間の広がりをとらえた日常生活や活動から得た感性を主
題にした意識的な造形表現活動の開始

即かつ
対自⑵

階層３ ７歳頃から 感性（生活的価値意識）と造形表現活動の独立（成立）
即かつ
対自❶
即自❷

即かつ
対自②
即自③

◯段階１ ７歳頃 感性の保存と説明的・叙述的な造形表現活動の成立 即自⑶

◯段階２ ８歳頃 並列的感性と動勢ある造形表現活動 対自⑶

●�階層４の
準備期 ９歳頃から 表現形態への意識的な感性的評価と「実在感ある」造形表現活動 対自③

◯段階３ 10歳頃 相補的感性と相補的造形表現活動 即かつ
対自⑶

階層４ 11歳頃から 美的感性と芸術的表現活動の分化（発生） 対自❷
即かつ
対自③
即自④

◯段階１ 11，12歳頃 狭義の美的感性と芸術的表現活動の発生 即自⑷

◯段階２ 12，13歳頃 肯定的美的感性とこれを主意とする芸術的表現活動 対自⑷

●�階層５の
準備期

14，15歳頃か
ら 美的感性の相対化とこれを主意とする芸術的表現活動 対自④

◯段階３ 16，17歳頃 美的感性の統一と表現形態・方法の探究 即かつ
対自⑷

階層５ 18歳頃から 美的感性と芸術的表現活動の独立（成立）
即かつ
対自❷
即自❸

即かつ
対自④
即自⑤
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５歳の作品－階層２　階層３の準備期

　コロンビアの５歳の男児が描いた〈たこあげ〉（作品
１）には，「今」を基準に，「少し前」と「少し後」と
いう三つの次元の時間の経過をとらえての，たこあげ
を主題とした異時同図法による表現がなされている．
また，自分が立っている「ここ」を基準に，たこが揚
がっている上空の「あそこ」と地面（基底線）の「そ
こ」という三つの次元の空間をとらえた場面構成がな
されている．そして，この画面構成は，たこあげを通
じて感じ取り保存された（左から順に）「たのしい」，
「大変だ」，「よかったあ」などの感性が主題となって決
定されている．
　この作品は，２歳なかば頃から始まる〈階層２「感
性（生活的価値意識）と造形表現活動の分化（発生）」〉
における，段階２と段階３の間の５歳なかば頃以降か
ら発生する〈階層３の準備期〉の発達的特徴である，
「感性の保存と３次元の相対的な時間的空間的観念によ
る場面構成の発生」に適合している．また，このよう
な感性の保存に伴う三つの次元の経過を意識した画面
構成表現は，「感性を主意とする説明的・叙述的表現の
成立」がみられる階層３（７歳頃から）の表現のあり
方を準備するものとみられる．

６ 歳の作品－階層 ２ 　段階 ３
　ハンガリー
の６歳の男児
が描いた〈ぼ
くたちのクラ
ス〉（作品２）
には，集団内
での自己客観
視に基づく画
面構成がされ
ている．身体
部分を意識しながらも，意識的に首から上だけの群像

を効果的に描く見通しを持った構成で，自分を中心に
和気あいあいとした雰囲気で，今にもなにかはじまり
そうな，あふれる感性の息づきが感じ取られる表現に
なっている．
　ここでは，５歳なかば頃からの「自己形成視」（３次
元的時空間観念による，自分を対象としてその成長の
変化をとらえる）や６歳代からの「自我をとらえる集
団的自己」（経験をもとに，他者の経験を共有し，生活
上の段取りや見通しを持ち，教え合うなど）による，
時間の流れや空間の広がりをとらえた，日常生活や活
動から得た感性を主題にした，意識的な造形表現活動
が始まっているとみられる．これは，「時間の流れや空
間の広がりをとらえた日常生活や活動から得た感性を
主題にした意識的な造形表現活動の開始」という階層
２の段階３（６歳頃）の発達的特徴に適っている．

７ 歳の作品－階層 ３ 　段階 1
　チェコの７
歳の男児が描
いた〈ノアの
箱舟〉（作品
３）は，神話
をテーマに，
地上が水没
し，凄まじい
嵐の中をなん
とか漂ってい
る船とその内部で不安げにしている動物たちの様子が，
レントゲン描法で説明的に表されている．
　また，日本
の７歳の男児
が描いた〈大
きいうし〉（作
品４）は，圧
倒されるほど
大きな顔や
舌，印象的な
目を持つ牛に
出会った時の
ショックに似た驚きの感性を主題に，その時に見た牛
の様子を絵で語っている．
　６歳頃までの表現は，諸活動が分化しつつも連関し
合いながら全体として統合されていた生活の一側面と

作品 1 〈たこあげ〉
コロンビア ５ 歳男

作品 ２ 〈ぼくたちのクラス〉
ハンガリー ６ 歳男

作品 ３ 〈ノアの箱舟〉
チェコ ７ 歳男

作品 ４ 〈大きいうし〉
日本 ７ 歳男
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して，その役割を果たしていた．しかし，これらの作
品は，独自のテーマを表すための造形手段を意識的に
駆使した表現のあり方が成立した様子を見せている（６
歳頃までは画材や表現方法は生活上の一用品や作法に
過ぎなかったが，ここではそれらを表現のための手段
として意識的に使用し発展させている．言語における
話し言葉から書き言葉への移行と対比される）．この意
味で，７歳頃からのこの時期は，「感性（生活的価値意
識）と造形表現活動の独立（成立）」を発達上の特徴と
して位置づけられる階層３へと飛躍的移行をしたもの
とみられる．そして，２つの作品は階層３の段階１の
発達的特徴「感性の保存と説明的・叙述的な造形表現
活動の成立（感性を主意とするテーマの意識的な表
現）」に適っている．

8 歳の作品－階層 ３ 　段階 ２
　大韓民国の
８歳の女児が
描いた〈仮面
踊り〉（作品
５）には，ほ
ほ笑んだり，
怒ったり，悲
しんだり，ピ
エロ顔をした
りした仮面を
かぶって，様々な衣装を着た踊り手たちと，それをま
た様々な表情で観賞している見物人たちが，記念写真
のように全員こちらを向いて描かれている．しかも，
それぞれの感性を担った動勢（ムーブメント）ある登
場人物が，並列的にカタログのように表現されている．

　また，マレーシアの８歳の男児が描いた〈ようこそ！
恐竜たち〉（作品６）にも，彼にとって歓迎すべき愛着
ありそうな「恐竜たち」が，動物として最も特徴をと
らえやすい横向きで，様々な姿態や動きでもって，相
互の関連は必ずしもなくとも，そこここでそれぞれ「活

躍」している．
　これらの作品は，段階１の説明的・叙述的な造形表
現活動を展開・発展させた，「並列的感性と動勢ある造
形表現活動（優しさ，面白さ，力強さ，こわさ，大変
さ，困りなどの感性とそれを並列的ないし羅列的に付
与した表現形態）」（８歳頃）を発達上の特徴とした段
階２に適合している．

９ 歳の作品－階層 ３ 　階層 ４ の準備期
　リトアニアの９歳の女
児が描いた〈私の友だち〉
（作品７）には，友だちの
ような関係になっている
愛犬が，表現主義的な実
在感を持たせて表現され
ている．犬の表情や身体
の様子は，きっと彼女が
慈しみをもってとらえて
いる現実の犬の形態その
ままなのであろう．表現
した形態に愛しさという
感性があふれている．こ
こには，即物的・説明的（叙述的）ではあっても，そ
こに留まらず，独自の感性のきらめきや表現形態の発
見が，表現上における「真実」として意識的に描かれ
ている．
　大韓民国の９歳の女
児が描いた〈わたしの
夢はバレリーナ〉（作品
８）には，今習い，一
生懸命とりくんでいる
バレーでの自分の実在
感あふれる姿が表され
ている．11歳頃以降の
ように，遠い将来の夢
ではなく，このまま頑
張ればきっとすぐにで
もなれるという幾分楽
天的な（将来の様々な
苦しみや苦労はまだ意
識にない）感性だが，誇らしげな自分と満足感が伝わっ
てくる．
　日本の９歳の男児が描いた〈スキー〉（作品９）に

作品 ５ 〈仮面踊り〉
大韓民国 8 歳女

作品 ６ 〈ようこそ ! 恐竜たち〉
マレーシア 8 歳男

作品 ７ 〈私の友だち〉
リトアニア ９ 歳女

作品 8〈わたしの夢はバレリーナ〉
大韓民国 ９ 歳女
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も，「ものすごい」スピー
ドで雪の斜面を滑り降り
ていく自分たちの勇姿が
これまた実在感を持たせ
て表現されている．
　これら作品は，段階２
のような出来事を並列的
に描くことを超え，実在
するものや出来事の内に
強く覚えた感性的主題に
焦点を合わせ，実在する
ものに肉薄するかのよう
な迫り方によって実在感
ある表現を実現させている．動勢もかなり効果的なも
のになっている．このような自らにとっての「真実」
を主題として実在感を込めて描こうとするような意欲
的な諸活動がこの時期に展開されることが，理想とい
う価値観や世界観に基づく「美的感性と芸術的表現活
動の発生」（階層４）を保障することになるとみられ
る．この意味で，９歳頃のこれらの作品は「表現形態
への意識的な感性的評価と『実在感ある』造形表現活
動」を発達的特徴とする，「階層４への飛躍的移行を準
備する時期」の表現として適っている．

10歳の作品－階層 ３ 　段階 ３
　ハンガリー
の10歳の女児
が描いた〈め
んどり〉（作品
10）には，８
歳頃のような
並列的・羅列
的な感性では
なく，巣から
ヨチヨチと這
い出て，どこへ行ってしまうかわからない子鳥に寄り
添いながら見守る親鳥の，心配しながらも様子をうか
がいつつ自由にさせているといった，複数の感性が相
補うように複合された複雑な感性を主題にした情感の
ある世界が表現されている．
　ロシアの10歳の女児が描いた〈秋の印象〉（作品11）
は，秋の草花で着飾った女性というよりも，咲き乱れ
た草花の精（霊）がきれいな女性の形態を借りて現れ

ているかのように，象徴
化して表現されている．
ここでは，日常生活の具
体物に即して得られる
「きれい」という感性が，
例えば「きれいで華やか
だが，しっとりとおとな
しくやさしい」というよ
うに相補的に組み合わさ
れた複雑で味わいのある
感性へと発達しており，
表現のあり方や仕方もこ
の感性に合うように繊細
な線や筆遣いや色彩が駆使されている．次階層に特徴
的な，理想的な価値観に基づく「美しい」といった美
的感性への移行期にある作品と言えよう．
　台湾の10歳
の男児が描い
た〈魚たち〉
（作品12）も，
魚達の楽しそ
うに親しみを
込めて顔をよ
せ合っている
動きとリズ
ム，それに沿
う水の流れ，鱗の微妙な色合いなど，実在物とその存
在と動きに迫る，相補的な感性と相補的な表現である．
　以上のように，これらの作品は基本的に「次階層４
の準備期」（９歳頃）の発達的特徴「表現形態への意識
的な感性的評価と『実在感ある』造形表現活動」を引
き継ぎつつ，次階層４への直前ないし移行期である段
階３としての発達的特徴である「相補的感性と相補的
造形表現活動（相補的に「ない交ぜ」された微妙で味
わい深い感性とそれを表現するための相補的諸手段の
工夫）」に適合した表現と言えよう．

11，1２歳の作品－階層 ４ 　段階 1
　キプロスの11歳の女児が描いた〈自画像〉（作品13）
は，自分のそのままの姿を忠実に再現する一方で，理
想として思い描いている美しさ（狭義の美的感性）を
主題として描いている．しかも，外面の溌剌とした美
しさだけでなく，自身が評価する内面の美しさを持つ

作品 ９ 〈スキー〉
日本 ９ 歳男

作品10〈めんどり〉
ハンガリー10歳女

作品11〈秋の印象〉
ロシア10歳女

作品1２〈魚たち〉
台湾10歳男
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人格のあり様も表されて
いるのが感じ取られる．
階層３までの，具体物に
即した，言葉でも表現可
能な説明的な表現の域を
脱して，他の表現手段で
は転換不可能ないわゆる
「造形言語」に基づくフィ
クション（虚構）として
の芸術的表現が開始され
る階層４へと飛躍的移行
を遂げたとみられる．
　日本の11歳の女児の
〈夕日の中で〉（作品14）
も，単に夕日
が「きれい」
であったとい
う出来事の叙
述に留まるの
ではない．微
妙な色合いの
雲とその間か
ら差し込む光
によって醸し
出される夕日のオレンジとが，美しいとしか言いよう
のないほどに画面いっぱいに広がり，その中を自分あ
るいは同世代のだれかが犬と散歩している情景を，叙
情的な美しさとして自らの美的感性でとらえ，さらに
また造形的にも美しく描こうとする意識的な表現意図
のもとに描かれている．
　ブルガリア
の12歳の女児
が描いた〈女
の子の友だ
ち〉（作品15）
も，花いっぱ
いの花畑で二
人の女児が花
を摘み，それ
を花束にして
悦に入っている様が装飾的な画面としてデザインされ
ている．花や女児達の配置や構成などに意識的な工夫
が見られる．

　以上のように，これらの作品は，前階層３「感性（生
活的価値意識）と造形表現活動の独立（成立）」から階
層４「美的感性と芸術的表現活動の分化（発生）」（11
歳頃から17歳頃）へと決定的な質的転換を遂げている
ことを示していると共に，その段階１「狭義の美的感
性と芸術的表現活動の発生（対象の外面の形態だけで
なく，内面の姿や性格を意味ある形態としてとらえ，
それを美的にとらえ，芸術的に表現する工夫をする）」
（11，12歳頃）という発達的特徴に適った表現であると
言えよう．

1２，1３歳の作品－階層 ４ 　段階 ２
　アルゼンチンの12歳の
女児が描いた〈地球を救
う〉（作品16）は，現在の
地球を客観視し，その現
状を憂えながらも，自分
達がそれを救うことがで
きる，またそうした姿勢
やあり方が理想的だとす
る前向きで肯定的な美的
感性に彩られている．
　日本の13歳の男児の
〈家〉（作品17）は，裕福
とは見えない家の様子そのままが丹念に描かれている．
じっと見ていると，その丁寧な筆致や工夫を凝らした
彩色に込め
られた情感
の世界が感
じ取られ，
愛着のある
自分の家を
描いたのか
もしれない
と思わせる
実感が感じ
取られる．人間味を主題とした肯定的な美的感性に基
づく作品と言えよう．
　リトアニアの13歳の女児が描いた〈秋のファンタシ
ジー〉（作品18）は，抽象的な形態で構成した秋そのも
のの幻想的なイメージの内へと，画面下方にある「動
く歩道」のような道から入り込んで行くかのような世
界を表現している．美的な形態と色彩を造形手段とし

作品1３〈自画像〉
キプロス11歳女

作品1４〈夕日の中で〉
日本11歳女

作品1５〈女の子の友だち〉
ブルガリア1２歳女

作品1６〈地球を救う〉
アルゼンチン1２歳女

作品1７〈家〉
日本1３歳男
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て駆使する
ことによっ
て，情緒的
な画面構成
を創り上げ
ている．
　これらの
作品は，階
層４の段階
２「肯定的
美的感性とこれを主意とする芸術的表現活動（美しさ
や生命力・人間性などへの感動を意識的に求め，造形
手段としての美的な形態と色彩を探求する，情緒ある
造形的構成）」（12，13歳頃）に適合していよう．

1４，1５歳の作品－階層 ４ 　階層 ５ の準備期
　アンゴラの14歳の男
児が描いた〈アンゴラ
の未来を考える〉（作品
19）は，狭義の美的感
性では物事をとらえき
れないと感じ，相対化
した否定的な美的感性
を主題としての芸術性
を意識した表現である．
黒枠の中に，厚い空気
の層を通して低く鈍く
輝いている太陽の下で，
自身の「うねりくねっ
た」心の底深さを示すかのようにがっしりと太くうね
る大木を背に座り，煙草を吹かしながら自国と自分の
暗澹たる未来を憂えている自らの姿がよく表わされて
いる．
　エジプトの15歳の女児の〈天使〉（作品20）には，脚
が不自由な作者が車椅子に乗って描かれている．眼が
塗りつぶしてあるが，本当に眼が不自由であればこの
ような絵は描けないので，自身の現在の精神状態を象
徴させているものとみられる．絵の中のキャンバスに
描かれている絵には身体も精神も自由で，羽さえ生え
て宙に舞う天使のような自分を描いているが，派手な
花柄の服を着て，全てに自由なこのような姿を夢見て
いる自分を自虐的に客観視している重い心持ちが空の
大きな渦に反映されているように思われる．

　とはいえ，作品19
も20も，否定的な感
性を直接の主題にし
ながらも，自らがと
らえている自身の現
実を，芸術的な仕掛
けを組み込んで構成
した場面に自身を配
置して描き，このこ
とを通じて，自らの
生き方を見直そうと
する試みがなされて
いると言えよう．
　タイの15歳の女児が
描いた〈自然〉（作品
21）も，自然界が輪廻
よって支配されている
という理念的な世界観
を表しており，人間の
生き様と行先を見つめ
ることによって，まさ
に自らの生き方を見つ
め直そうとしていると
思われる．
　従って，これらの作
品は，階層４における
階層５の準備期「美的感性の相対化とこれを主意とす
る芸術的表現活動（肯定的な美的感性に対置する否定
的な美的感性を主題として，表現内容や方法に工夫を
加え，芸術性を意識しながらこの行為の意味を考え，
ひいては人間としての生き方をも見直そうとする）」
（14，15歳頃）に適合していると考えられる．
　階層５の準備期というのは，この時期に主流となっ
ている否定的・懐疑的感性を次階層５（18歳以後）に
おいて一段高い次元でとらえ直し，対象である事象や
人やものが肯定的感性と否定的感性を併せ持った存在
であることを踏まえた美的感性と，それに基づく芸術
的表現とを成立させることに直接繋がっていく時期で
あることを意味している．

おわりに

　以上のように，これら80数カ国の子ども達の絵画作
品に表されている子どもたちがとらえる現実形態の様

作品18〈秋のファンタシジー〉
リトアニア1３歳女

作品1９〈アンゴラの未来を考える〉
アンゴラ1４歳男

作品２0〈天使〉
エジプト1５歳女

作品２1〈自然〉
タイ1５歳女
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相とその形態に込められている感性の質は，基本的に
共通であり，従って，表現と感性の発達過程とそのメ
カニズムには普遍性があると認められた．
　これは，たとえアニメのキャラクターに似せたもの，
日本でのコンテスト受けをねらったもの，絵画塾や学
校での発達を無視した技術や指導の入り過ぎた「作品」
であっても，それが完全に「おとなの絵」に変えられ
てしまっていない限り，程度の差はあっても基本的に
見出し得る特質である．
　しかし，だからといって，本研究のそもそもの課題
に掲げていた，「各国が『美術文化のアイデンティティ』
を模索する過程で形成してきている，美術文化環境と
美術教育指導・教育内容・方法とを，いかに連関し合
わせることによって，子どもたちが，自らのアイデン
ティティを主体的に形成しつつ，それを体現する独自

の表現を実現していけるように保障し得るかという問
題」という，美術文化形成過程と美術教育指導内容・
方法，そして子どもの主体的な独自表現の保障との関
係をめぐる諸問題を度外視してよいわけではないこと
はもちろんである．本稿で確認できた本質的な事柄を
基礎に，多視点からの探究がなされる必要がある．
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